
             

№
13 発

送 

昭
和
19
年
１
月
１
日 

受
取 

日
付
不
明 

「
新
春
を
寿
ぐ
事
が
出
来
た
」 

「
御
尋
ね
の
祖
父
墓
の
建
立
の
件
、
此
の
際
小
生
と
し
て
は
君
に
ま
か
せ
る
…
小
生
が
建
立
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
明
日
と
も
知
れ
ぬ
現
在
の
状
態
に
於
て
は
何
と
も
云
は
ぬ
」 

      

             

№
14 発

送 

昭
和
19
年
１
月
９
日 

受
取 

日
付
不
明 

﹁
当
地
は
気
候
内
地
の
三
月
頃
と
同
様
で
桜
が
…
色
は
日
本
桜
に
比
し
少
し
紅
色
か
強
い
が

と
て
も
奇
麗
」 

﹁
夜
は
窓
辺
の
叢
に
蛍
が
幾
辺
と
も
な
く
…
飛
ん
で
い
る
。
何
だ
か
珍
奇
な
初
春
風
景
だ
」 

＊
上
部
が
破
損
し
て
い
る 

     



             

№
15 発

送 

昭
和
19
年
１
月
12
日 

受
取 

昭
和
19
年
２
月
５
日 

﹁
援
将
ル
ー
ト
た
り
し
道
路
の
両
側
の
桜
、
山
の
桜
も
爛
漫
と
し
て
咲
き
乱
れ
宛
も
内
地
の
発

心
公
園
の
如
き
感
あ
り
」 

＊
援
蒋
ル
ー
ト
：
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
連
合
国
側
が
、
蒋
介
石
の
国
民
政
府
を
軍
事
支
援
す
る
た

め
に
用
い
た
輸
送
路 

＊
発
心
公
園
：
久
留
米
市
草
野
町
。
江
戸
時
代
以
来
の
桜
の
名
所 

    

             

№
16 発

送 

昭
和
19
年
２
月
４
日 

受
取 

昭
和
19
年
４
月
30
日 

﹁
十
月
五
日
附
書
簡
到
着
ス
」 

「
時
に
家
族
全
体
の
写
真
、
又
は
君
自
身
の
写
真
で
も
送
っ
て
く
れ
」 

       



             

№
17 発

送 

昭
和
19
年
２
月
頃 

受
取 

昭
和
19
年
５
月
31
日 

﹁
此
の
葉
書
の
着
く
頃
は
発
心
山
の
桜
花
も
満
開
の
事
だ
ら
う
」 

「
今
後
表
記
の
部
隊
名
使
用
あ
り
度
し
」 

＊
表
記
の
部
隊
名
：
表
面
の
所
属
名
が
「
緬
甸
派
遣
策
第
六
七
七
〇
部
隊
」
に
変
わ
る
。
昭
和

19
年
１
月
６
日
に
第
28
軍
（
兵
団
文
字
符
：
策
）が
編
成
さ
れ
、
同
８
日
に
そ
の
所
属
と
な
っ

た
こ
と
に
拠
る
。
し
か
し
、
同
年
４
月
３
日
付
け
発
信
以
降
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
再
び

「
森
」
と
な
る
。 

   

             

№
18 発

送 

昭
和
19
年
３
月
５
日 

受
取 

昭
和
19
年
４
月
１
日 

﹁
内
地
は
初
春
の
香
り
も
高
く
桜
も
咲
き
出
す
頃
と
思
ふ
、
当
地
は
椰
子
の
木
陰
に
て
日
中

は
大
分
暑
い
が
夜
は
め
っ
き
り
冷
え
て
来
る
」 

「
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
の
玉
砕
、
戦
友
は
共
に
大
君
の
辺
に
死
な
め
の
覚
悟
に
て
働
い
て
居
る
、

我
々
も
打
ち
て
し
止
ま
ぬ
の
覚
悟
も
新
た
に
頑
張
ら
ん
」 

＊
左
端
が
破
損
し
て
い
る 

＊
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
の
玉
砕
：日
本
軍
は
開
戦
直
後
よ
り
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
占
領
し
て
い
た
が
、

上
陸
し
た
米
軍
の
攻
撃
に
よ
り
全
滅
し
た 

  



             

№
19 発

送 

昭
和
19
年
３
月
16
日 

受
取 

昭
和
19
年
５
月
31
日 

「
当
○
○
は
毎
日
三
十
二
～
五
度
（摂
氏
）の
暑
さ
」 

「
幸
い
小
生
熱
病
に
も
罹
ら
ず
に
居
る
」 

「
近
頃
多
忙
に
て
陣
中
作
も
余
り
な
い
、
そ
の
う
ち
に
ま
た
名
句
も
で
き
る
だ
ら
う
」 

＊
熱
病
：
マ
ラ
リ
ア
と
思
わ
れ
る 

＊
名
句
：
肇
さ
ん
か
ら
の
軍
事
郵
便
47
通
の
う
ち
10
通
に
俳
句
19
句
と
短
歌
１
首
が
記
さ
れ

て
い
る
。
俳
名
は
「
麦
水
」 

   

             

№
20 発

送 

昭
和
19
年
３
月
21
日 

受
取 

昭
和
19
年
６
月
10
日 

「
一
月
二
十
一
日
附
航
空
便
の
返
信
昨
日
落
手
」 

「
虫
の
聲
や
ト
ツ
ケ
イ
（大
と
か
げ
）の
珍
奇
な
鳴
声
は
風
流
あ
り
」 

「
益
々
米
英
最
后
の
日
ま
で
頑
張
る
覚
悟
だ
」 

＊
ト
ッ
ケ
イ
の
鳴
声
：ト
ッ
ケ
イ
ヤ
モ
リ
は
体
長
約
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
イ
ン
ド
、
中
国
南
部
、

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
な
ど
に
生
息
。
名
前
は
鳴
き
声
に
由
来
す
る 

    



             

№
21 発

送 

昭
和
19
年
３
月
30
日 

受
取 

昭
和
19
年
６
月
10
日 

﹁
内
地
は
最
早
や
春
た
け
な
わ
に
て
桜
花
も
既
に
散
り
初
め
て
居
る
事
だ
ら
う
。
当
地
は
今
西

瓜
も
大
分
過
ぎ
て
マ
ン
ゴ
ー
の
時
季
」 

「
次
に
駄
作
数
句
…
」 

      

             

№
22 発

送 

昭
和
19
年
４
月
３
日 

受
取 

昭
和
19
年
６
月
12
日 

﹁
ラ
ジ
オ
に
て
聞
い
た
で
あ
ら
う
が
我
が
皇
軍
は
印
度
国
民
軍
と
協
力
の
下
に
待
望
の
印
緬
国

境
を
突
破
し
て
破
竹
の
進
撃
を
続
け
て
居
る
」 

＊
印
度
国
民
軍
と
協
力
：
３
月
23
日
21
時
の
大
本
営
発
表
に
よ
る
と
「
印
度
国
民
軍
を
支
援

し
、
３
月
中
旬
に
印
度
国
内
に
侵
入
せ
り
」
。
４
月
３
日
、
日
本
軍
は
イ
ン
パ
ー
ル
北
部
の
コ

ヒ
マ
を
一
時
占
領
し
た 

    



             

№
23 発

送 

昭
和
19
年
４
月
８
日 

受
取 

昭
和
19
年
６
月
17
日 

﹁
内
地
は
陽
春
四
月
。
国
民
戦
闘
配
置
に
付
い
て
決
戦
に
臨
ん
で
居
る
事
だ
ら
う
」 

「
次
に
近
作
数
句
」 

       

             

№
24 発

送 

昭
和
19
年
４
月
20
日 

受
取 

日
付
不
明 

﹁
毎
日
毎
日
摂
氏
の
四
十
度
前
後
の
気
候
で
空
に
は
雲
一
つ
な
く
夜
半
に
冷
え
る
の
が
楽
し

み
だ
…
宵
闇
と
も
な
れ
ば
北
斗
七
星
、
北
極
星
が
空
の
神
秘
を
語
る
如
く
光
つ
て
居
る
」 

「
ビ
ル
マ
の
正
月
で
…
本
年
は
独
立
最
初
の
水
祭
り
な
の
で
現
地
人
も
喜
々
と
し
て
祭
気
分
の

溢
つ
て
居
る
。
イ
ン
パ
ー
ル
の
陥
落
も
時
間
の
問
題
に
な
つ
て
居
る
」 

＊
北
斗
七
星
：春
か
ら
夏
に
、
北
の
空
に
ひ
し
ゃ
く
の
形
に
見
え
る
７
つ
の
明
る
い
星
の
並
び 

＊
北
極
星
：地
球
の
北
極
の
方
向
に
位
置
す
る
恒
星 

＊
ビ
ル
マ
の
独
立
： 

１
９
４
３
年
８
月
１
日
に
日
本
が
承
認
し
た 

＊
イ
ン
パ
ー
ル
の
陥
落
：連
合
軍
の
反
撃
が
強
ま
り
、
同
年
７
月
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
中
止
と
な

っ
た
。
日
本
軍
は
約
３
万
人
の
戦
死
者
を
出
し
た 


